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る資本 .実労働ERl床机 ､かなる歴史 ･具休的な形態をとって展隅されるれ
またそれがいかに多様かつ裡姓な内容をもって展開されるかを見ることがで

















I ASEの成立 と大 ロック ･アウ ト止5⊥-2
ASEの結成と争fIの発端 1.J知Z)ように, ウェyブによって新型労働組
(2) IEお研免対象ZE択の必然性の問題も含めて.労蚊的辞分析の挽角に関しては.さ








































大な音感の脇田となるのである｣ (RuleXXnr,SecL1.)｡ また, 出来高
制については ｢雇用を見出せそう15以上に我々e)息菜への徒弟あるい,1人中
老がふえることを阻止するために,一台以上の旋盤あるいは摂収を逐rIする
tl行を打故すべく,廃止する･-｣ 伊uk XX 皿,.FqL2.I1 としてい
II)
た｡














(4) Cf bid.pp.1中一-193;G_D a ColcaJd A_W FiJ氾LBrrhTsA
Wor▲lrgCIqsJ〃opeMl汀LもSelfEID w JMf汀L～77&9-1875.pp.478--179
(5) TrQdelSon■heJq^dSLnAES,TL 171














































丑を占める当時の技は工兵諸企兼の4]で, 1.5CO人 の労曲名を濁用 す るプ
ラ･/ト杜はきわ立った存在だったといえる｡そして. この規模の工機にして




一人W ･ニ1- トンを招き,紛争のZES薄を俵頗した.ニュ- tLンは超人の受



































































成された｡ こうして形成された 中央Ji用主協会の 叔初の行動は,｢ロンド
ン, マンチェスター, その他いかなる地耳の甘煮所においてであれ, 書工
(ll) ``RcD lutJq OEMLnCJw eTEm巾 ers Am tl加 ".OPIClt.P1177
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じめた｡ プレストンにおいては.18:8年4月初旬に ミュー ,^妨技工 muk-
spmnETS と自動ミュール運転工 釆lL-actJngmindqs によって史金華求が
提出さT.た｡かえりみれば,椀集各市プレス トンLT_おいてほ.1847年の男ごti
O時点で純工壌労働省の乃金串が一串lこ10%切下げられていた｡'jb働者たち












JJン･fyド-と上昇した｡その細 年までの月肌 糾 品■出の増加は大きなも
のでは1かったが.これに代って1851年からS3年にかけては｢E円プ-ム｣が訪rLた.描
ま拝金兵は,威科鵬 のほんの任かな上昇をともなうだけで払布および湧泉yamBに



















クボ- ト,ブラックパーン.ボル トン.プレス ト'/の労歯音の主導継のもと
に工場労4者の問で地方重点会 1(㌍alcommitJX･が淡々形成さh, これら各
地方萎月全の代掛 こよって ｢中央集金｣旺ntralmee血g がもたれつつあ っ
())
た｡かくて,6月56ボル トンの代遺著金持で r無灸件の1056貸金引上げ ｣
の決議が 発表されたのである｡ プレス トンに もいては, 6月9Elカ叙EI工
FK)WET-loom weaverの集会が84かh,指導名 コーウェJL,GCowe1が斗争
宜丁を果し. ｢10%RJ上げ｣を要求する回や cm Larが提択された｡
中心的粒事者の一人コー ウェルは,｢ブレストンガ仲者は,蝕の耗兼i#母市よりも
105t近く低い胎 で.またオルグムよりは脚 長いLf金で4いている.そのオJt'g'
(2) 旦仝要求について r*条件｣ td lt】仰31のという帖が付された0は.若干の









-万,丁度この時細に7,∝0人のス トノク･ip- ト綿工場労働省がス トライ
キ中であった｡ ここでは労働者軌 まii金に郎する三つの要求案を示 し屈主に
立沢を迫った｡①10劣Pl金引上げ.⑳邪三者による仲裁垂旦金へa)付託,㊨
｢マンチェスターの10マイル円悶内の平均賃金｣の採用｡こ2)三寒O鍵示に
対してス トック･Je- ト凝用主は.罪三業への対炎として ｢銘文全休の平均真
金｣を示し回答としたのであった｡稲美地帯全域の労曲者から投入される文
理輔金にささえられてス ト･/クポー トの綿工場労他者はス tLライ牛を較行,
8月始めIO56にもLよぷ十分な耳金相銀を竣科 し.勝利の感をもって政場に後
免したのであっX:｡ こうして,∫.E,クの義顎によれは.｢アジテーターa)秦





1853年 8月14日.ス トックポー トで開かれた細菜労働者各地方萎且金の代
表者会Aはプレス トン5'a者への文名を決EA,同月下旬に閃かれたプレス ト
ンの労書者柴金において,争強指導のために r妨技工萎且仝｣splTLn打SCO-




































(5) 'drotheOpelIt)Y也 OfPreh l】dtJ,KZtTeighbcurhod'rElaTILEc5Aoa ttLe
血 erB'^ ∝lX:伯tk■l■-,Cltd vl-TrQder SomEt1eSqRdSLnAes,PT211
- 40一･
十九世だ中点における二つの争ZA(I)273






















に抜く敦遇間の間に. 妨挟工事凸金 および港市工萎且金に よって各々 ｢交
渉｣と妥協的解決の申入れがflされた机 いずれも労他者の田措および垂月



































































































































































































化が起り,かつて斉上げを実現 したス トyクポー トで,締素見用王は再び年
率の切下げを発表した｡ これに対してストック=F- ト耗集労8着Ii,分扱坂
の不利を鋭くプレス トン労働者の鋭掛 こ耳を黛さす.ただちにス トライキを
決定,かくて鵜jt男曲者は二つの較鵜を抱えることとなり,すでにLf:PJJIを

















れ 工場91烏の自由⊂正Bのために未だに斗い焼けている祐那 勺の人 に々上って赤ら
得られるようにと望むものである.Jrrades'SwJelwsAd SL'lkEJ,I.247
-万.スt'7スJt,右Llエお上び扶持工のロー ン勧基金配分からの除外について.合


























































床学汝刺 第磯 節3号.をあtTておこう｡fLお.私見については.前払小枯 ｢労
史鵜侍史研究の方法Fこついて｣を歩風のこと｡
一一48一
十九世妃中点における二つの争議 (I) 281
的菖ZAKおいても欠落していた (と乱には思1)れる)産生内労使伽菜への梅
JJ介入の問題,さらには救文法体制と密着して展開する労曲TT堺 .労使関係
の実iEに着Elすることl=,El由主集一題2R賢木立薮段階の労蚊別保を見る艶
点を大きく変化させることiTJltl)はしないだろうか.それはすでに.いT3ゆ
る ｢芯斐供給理会と労6!鵬孫｣という問題について,あるいは ｢自由lこして
鼓動的な労舶市境｣という息念について,その恵味連鴎を従来とIi異る角D:
から見鼓す契機をわれわれに与えているといえる,.とはいえ. ここはま1='.
これらの盲点について評細にわたってAtれるべき功ではflい｡ こうした資長
をも念fJlにおきつつ.次揃以下では,イギ リス93使関係史分析の,みずから
の作東をj蛙めることにしよう｡ (未完)
